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文 教 常 任 委 員 会 記 録

１．会議日時

平成２１年１２月４日（金）午前１０時　　　　開会

　　　　　　　　　　　　　午前１１時１５分　閉会

１．場所

第二委員会室

１．出席委員

委 員 長
 柴田繁勝 
 副委員長
 大澤千恵子
 委　　員
 南野直司

委　　員
 渡辺慎吾 
 委　　員
 安藤　薫 


１．欠席委員

なし




１．説明のため出席した者

市　長　森山一正
 教育長　和島　剛

教育総務部長　馬場　博
 同部理事　市橋正己

総務課長　岩見賢一郎
 学務課長　大橋徹之
 学校教育課長　前馬晋策

１．出席した議会事務局職員

事務局局次長　藤井智哉
 同局書記　杉本　徹

１．審査案件

議案第49号　平成21年度摂津市一般会計補正予算（第６号）所管分
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（午前１０時　開会）

○柴田繁勝委員長　ただいまから文教常

任委員会を開会します。

　理事者からあいさつを受けます。

　森山市長。

○森山市長　おはようございます。

　師走、何かとご多端の折、本日は委員

会をお持ちいただきまして、大変ありが

とうございます。

　本日は、平成２１年度の一般会計補正

予算（案）所管分について、ご審査をい

ただくわけでございますけれども、何と

ぞ慎重審査の上、ご可決いただきますよ

うよろしくお願い申し上げます。

　一たん退席をさせていただきます。

○柴田繁勝委員長　あいさつが終わりま

した。本日の委員会記録署名委員は、安

藤委員を指名します。

　暫時休憩をいたします。

（午前１０時１分　休憩）

（午前１０時２分　再開）

○柴田繁勝委員長　再開します。

　議案第４９号所管分の審査を行います。

補足説明を求めます。

　馬場教育総務部長。

○馬場教育総務部長　それでは、補足説

明をさせていただきます。

　今回、お願いをいたします案件は、予

算書の４ページをお開きください。第３

表、債務負担行為の補正でございます。

債務負担行為の事項は学校給食調理業務

等委託でございます。これは鳥飼北小学

校の給食調理業務を来年度、平成２２年

４月から民間委託するために明年１月よ

り業者選定をするために必要な補正でご

ざいます。　債務負担の期間は平成２２

年度から２４年度の３か年でございます。

その限度額は毎年２，２００万円、３年

合計６，６００万円を限度とするもので

ございます。

　以上、簡単ではございますが、補正予

算の補足説明とさせていただきます。よ

ろしくお願いします。

○柴田繁勝委員長　説明が終わり、質疑

に入りたいと思います。

　質疑のある方は、挙手をお願いいたし

ます。

　安藤委員。

○安藤薫委員　おはようございます。

　ただいまご説明をいただきました学校

給食調理業務の委託事業での債務負担行

為について、お伺いいたします。

　既に平成２０年度に鳥飼西小学校で調

理部門の民間委託がスタートをしている

と。今回の鳥飼北小学校が２校目という

ことになるわけですが、改めて、子供た

ちの日々の暮らしの中で学校給食の安全

で、そしておいしい、しかも学校給食法

の一部改正が行われて、学校給食を通し

て食育や衛生管理の部分をきちん体系化

していこうというような法整備も行われ

てきている下で、２校目ということにな

るわけですので、改めて、この調理部門

の民間委託についての、その目的、メリッ

トについてお聞かせいただきたいと思い

ます。

　それから、今回、鳥飼北小学校が今年

度、調理室がドライ化されたり、それか

ら、コンベンションスチームオーブンと

いう器材が導入されたりとか、設備が整っ

ているわけですが、千里丘小学校、味舌

小学校も同じようにドライ化が進んでい

る中、なぜこの調理部門の民間委託が鳥

飼北小学校になっているのか。それから、

なぜ１校なのかということもあわせて教

えてください。

　それから、こういった民間委託という

のは、これまでのご説明でも行革に基づ

いたものだというお話でございます。そ

れであるならば、なぜ今回の補正予算で
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上がるのか。こういった行革に基づいて

行っていくものであれば、その民間委託

の是非は別として、教育委員会として進

めるのであれば、当初予算できちんと措

置して計画的にやっていくのが、本来あ

るべき姿じゃないかなと思うわけですが、

その点についても願いいたします。

　それから、今、教育委員会の方で考え

ておられる民間委託に向けてのスケジュー

ルについてもお聞かせください。

○柴田繁勝委員長　それでは４点ありま

したが、順次、お答えしていただきます。

　大橋課長。

○大橋学務課長　おはようございます。

　私の方から安藤委員のご質問に順次ご

答弁申し上げます。

　まず、目的、メリットでございますが、

調理業務の委託に関しましては、先ほど

ご質問の中にもありました、平成２０年

４月から鳥飼西小学校で委託をしており

まして、その考え方のもととなりますの

は摂津市における行財政改革、そして、

大きなメリットとしての部分については、

コストの部分でございます。

　学校給食全体の中で委託をする部分に

つきましては、あくまでも調理業務及び、

食器の洗浄に限った部分で委託をするこ

とを前提としております。したがいまし

て、安全で安心でおいしい給食であると

か、食育の観点であるとか、衛生管理の

部分については、これまで、委託前は調

理員さんの身分が公務員という身分でご

ざいましたけれども、委託後は、それが

民間の調理員さんにかわっただけでござ

いまして、全体の責任については、引き

続き教育委員会がすべて担ってまいると

いうことで考えておりますので、その辺

の部分については、問題がないと考えて

おります。

　それと、次に、なぜ鳥飼北小学校なの

かと、なぜ１校であるかということでご

ざいますが、鳥飼北小学校を選択させて

いただきましたのは、私どもが考える委

託校につきましては栄養士が配置されて

いること。それと施設がきちんと衛生管

理のできた施設、すなわちドライ化の完

了した施設であることということを大前

提としております。それに当てはまりま

すのが、今でいいますと味舌小学校、鳥

飼北小学校、千里丘小学校につきまして

は、ドライ化は完了しておりますが、栄

養士の配置が、現状ではないということ

がございます。

　そうしましたときに、味舌小学校か鳥

飼北小学校ということになるんでござい

ますが、やはり行革の中では、コストの

メリットということも当然、考えていく

必要がございますので、その点を考慮し

た部分と、２０年４月は鳥飼西小学校、

同じ第二中学校の校区にございますので、

やはり保護者の方については、そういう

事例等も踏まえて、安心していただける

部分、ご理解いただける部分があるので

はないかというふうに考えまして、鳥飼

北小学校を選定させていただいておりま

す。

　１校だけということにつきましては、

やはり現状の行革の中で採用の凍結があ

るわけなんですけれども、そういった中

で給食調理員の退職に合わせた形で委託

をするという手法しか、現状ではとれな

いので、１校ということでさせていただ

いております。

　次に、今回この時期の補正予算になっ

てしまったという問題でございますが、

確かにおっしゃったように、年度当初、

計画的ということが一番、当然好ましい

わけなんですけれども、今回の場合につ

きましては、工事の部分で新しいコンベ

クションオーブンが導入する関係、これ
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が、当初は鳥飼北小学校のみに導入され

て、先般の議会の方で追加で４台ご承認

いただいたわけなんですけれども、それ

までは鳥飼北小学校にしか入らないとい

う事情もございました。

　それと労働組合との関係、やはり問題

が残っておりましたことと、退職、今年

度、調理員は２名の退職が予定されてお

るんですけれども、その部分の任用の関

係でありますとか、そのあたりの調整で

時期が少しおくれてしまい、この時期に

なってしまったということです。この点

に関しては、次回以降、もう少し計画的

にしいかなければならないなというふう

には考えております。

　教育委員会で、今時点で考えるスケジュー

ルでございますが、鳥飼北小学校に関し

ましては、この議会の方でご承認いただ

ければ、すぐに業者の選定の方を、前回

の鳥飼西小学校と同様の方法で価格だけ

によらず、我々が提示する条件等に基づ

いた提案をしていただくというプロポー

ザルの方式で速やかに選定をさせていた

だきたいと。契約の後に、春休み中の引

き継ぎということで考えております。

　それと委託全体の考え方につきまして

は、現在、第４次の行財政改革の実施計

画を策定中でございますので、現時点で、

先ほど申し上げましたように退職にあわ

せた委託ということしか、現状では難し

いというふうに考えておりますが、次の

第４次の計画の中の考え方も見ながら教

育委員会としては詰めてまいりたいとい

うふうに考えております。

○柴田繁勝委員長　安藤委員。

○安藤薫委員　栄養士さんがいらっしゃ

る学校で、しかも施設面で整備が進んで

いるところでいくと２校だと、と同時に

退職者の関係、それから、２校ではなく

１校になったと。場所としたら二中校区、

鳥飼西小学校でもやっているので、身近

なところでやっておられるということで

鳥飼北小学校になったということでござ

いますが、その中で労働組合との関係で

当初予算でなく補正予算になったという

ことですね。

　鳥飼西小学校の導入をしたときにも、

補正予算だったと思うんですね。９月、

第３回定例会で補正予算で上がってきた

と思うんです。その後、初めてのときで

したから、選定基準を設けられたりとか、

それから、ＰＴＡの説明とかが行われて

きたということで言えば、それでも日数

的に、私は十分な論議とか、いろいろな

理解、正確な理解というものが得られた

のかどうかというのは、大変疑問に思っ

ているところです。

　私は民間委託、子供たちの学校の、学

校給食の調理部門といえども、やはり公

で担うべきものだというふうに思ってい

ますが、仮に民間委託ということであっ

ても、きちんとした議論と理解を得る時

間が必要だと思うんです。

　翌年の４月からスタートをするのであ

れば、やはり行革計画に基づいてやって

いくわけですので、きちんと当初の予算、

それから、今後の給食の民間委託を含め

て教育委員会の行革というのは、どうやっ

て、やっていくのかというのが。

　やはり長期的に、中長期に計画を立て

てやる必要があるのではないかと、耐震

補強工事なんかもそうだと思うんですけ

れども、もちろんお金にかかわってくる

ことですけれども、これは行革ですから、

お金を減らすということですから、なお

さら迫られている問題だと思うんです。

　それが来年の４月からスタートしよう

と、春休みに引き継ぎをやってやろうと

いうようなものが、この１２月の議会で。

　これからＰＴＡへの説明もしていかな
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ければいけないという、業者選定のため

の理解も、やはり２校目とはいえども、

「業者選定は、こういう基準でやります

よ」というのは、ＰＴＡや保護者、地域

の方もご説明していただかなければいけ

ません。納得をいただかなければいけな

い中で、冬休みに入ります、１月入って、

あっという間に２月になりますね。２月

になったら、もうすぐ春休みという状況

の下で、果たしてきちんとした説明とか

議論とか、納得を得られる努力とかいう

ことが、できるのかどうかというのが、

甚だ疑問に思うわけでございますが、ちょっ

とその点の考え方を改めてちょっとお聞

かせいただきたいと思います。

　それで、行革目的ということで、民間

委託がされるということなんですけれど

も、その学校給食というのは、やはり子

供らの口に入るもの、しかも食育と結び

つけて、やはり重要視されているもので

あるから、やはり公でやるべきものだと

いうような立場の中で、行革として迫ら

れてやっているというような認識でよろ

しいのかどうかですね、その点ちょっと

確認したいと思います。

　それから、既に鳥飼西小学校でもやっ

ておられますから、一定の計算がされて

いると思うんですけれども、今回の契約

を結ぶことによって、経費の削減効果と

いうのは、どのぐらいになるのでしょう

か。

　今、大橋課長のお話ですと、今回は退

職者が２名だということなんです。それ

に見合って年間、約２，２００万円の契

約ということになると思うんですけれど

も、もろもろの費用も削減効果に加わっ

てくるのかどうか、今回の平成２２年度

において、退職者の人件費が、どれだけ

で、それに加えて、こういった経費がな

くなって、民間委託で、これだけの費用

がかかって、プラスマイナスこれだけの

削減になるよというような説明をちょっ

とお願いをしたいと思います。

　それから、行革ということですから、

今、第４次行革を見て、これからまた、

検討していくということでありますけれ

ども、じゃあ行革でどんどんやれという

ことになれば、際限なく、その民間委託

を進めて、調理部門ででも民間委託を進

めていくのかどうか、もしくは「ここま

では抑えたい」と、「行革では、ここま

では協力できるけれども、少なくともこ

こから先は守らなければいけない」とか。

学校の数もそうですけれども、例えば、

「調理部門に抑えていくんだ」というか、

その中身も含めて学校給食にかかわって、

教育委員会として、「ここはやはり死守

するんだ」と、「ここは守るんだ」とい

うようなところをちょっとお聞かせいた

だけないでしょうか。

　それから、今後の退職者、退職者との

関係は、非常に民間委託を進めていく上

では大きいように感じられますけれども、

退職者の今後の予定と、それから、次の

民間委託をどういうふうに考えているの

かとあわせてお聞かせください。

　それから、鳥飼西小学校での議論のと

きでも、大変な議論となったわけですが、

委託する株式会社というのは、もちろん

ノウハウとかは、たくさん持っておられ

ると思うんですけれども、基本的には、

その会社の存続の意義というのは利益を

上げて再生産をしていくことです。公で

やっている部分よりも、うんと経費を節

減してやれるということは、結局、人件

費を安くしていくということでしか経費

を削減をすることはできないと思うわけ

ですけれども、そうした中で熟練した技

能が必要な学校給食の調理業務というこ

とにおいて、民間の会社さんの中で、ど
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のぐらいの方が正社員として定着してお

られるのか。

　例えば今の鳥飼西小学校を例にとって

いただいてご説明いただきたいのですけ

れども、調理員さんの数は今までよりも、

うんとふえたと、配膳も各階に持っていっ

て、子供たちが階段を上り下りして転ん

だり、けがをする危険がなくなったとい

う説明を以前いただいているんですけれ

ども。

　そういった部分でも人数がふえたとい

うことは、一人当たり単価が下がってい

るということだと思うんですよね。そう

いったパートの方、非正規で働いている

方がどのぐらいいらっしゃるのか、定着

率ですね、この１年半ですか、鳥飼西小

学校の調理室の中で働いておられる民間

会社さんの社員さん、それから、パート

さんがどれぐらい入りかわりがあるのか

ということについて、検証会議もやって

おられるということですので、その点も

ちょっとお聞かせいただけないでしょう

か。

　新聞広告、求人広告を見ますと、かな

り小学校給食の調理員さんとして募集が

かけられている、かなり長い期間かかっ

ていたり、頻繁に出ているというのは、

多くの市民の人も見ておりまして、なか

なか定着できないんかなという印象を持っ

ているんですけれども、実態はどうなん

でしょうか、その点、お願いします。

○柴田繁勝委員長　大橋課長。

○大橋学務課長　そうしましたら、安藤

委員の２回目のご質問に順次、ご答弁申

し上げます。

　まず、時期の関係とＰＴＡその他、きっ

ちり市民の方に説明できるのかという部

分でございますが、確かに鳥飼西小学校

のときも途中の補正予算で債務負担行為、

ご承認いただいて、そこから作業を開始

いたしまして、１２月の末に契約という

ことになっていたかと思います。

　今回につきましては、今回の議会でご

承認いただいた後、先ほど申し上げまし

たようなスケジュールで契約の方をして

まいりますが、当然のことながら市民の

方、ＰＴＡの方等への説明ですね、この

部分については誠意を持って十分なご理

解が得られるように、期間的には短いも

のとなってしまいますが、説明をさせて

いただきたいというふうには考えており

ます。

　既にＰＴＡの役員の方々には、そういっ

たお話はさせていただいておるんですけ

れども、ご承認をいただいければ、年明

けにも全体的なＰＴＡの方への説明会と

いうものを開催させていただきまして、

本市の考え方でありますとか、選定基準

の考え方でありますとか、鳥飼西小学校

での実施経過等も踏まえてきちんと説明

をさせていただきたいというふうには考

えております。

　次に、給食が行革に縛られた委託とい

うことになっているのかどうかという、

その辺の観点でございますけれども、給

食の調理の合理化というものにつきまし

ては、かなり以前から、文部省時代から

通達というものがございます。これはや

はり一つ大きな問題といたしましては３

期の休業の勤務の実態状況等ということ

の問題があるのではないかというふうに

は考えております。ですから、根本的な

委託の部分の解決をしようと思えば、や

はり３期の休業中の考え方、このあたり

の整理をする必要があるのかなというふ

うには考えております。

　鳥飼西小学校で委託をさせていただい

た調理員さんの春休み、夏休み、冬休み

の勤務の実態というのも、うちの方では

把握しておりますし、その辺とも比較の
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上、やはりこの部分の問題というのは影

響が大きいというふうには考えておりま

す。

　次に、３番目にコストの削減効果額な

んですけれども、この部分の算定の方法

については、いろいろ考えられます。現

状の職員に当てはめたもの、また、鳥飼

西小学校のときも算定をしておりました

が、全く新規の者を雇用するという前提

で計算する手法、また、新規で雇用した

者が退職まで勤務すると仮定して、平均

単価で算定する場合、いろいろな方法が

考えられるわけです。

　今回、単純に行革の方針の中で、一人

当たりの人件費コスト９１０万円という

のがございますので、仮にそれで算定し

ますと、鳥飼北小学校の場合は、正規職

員が４名、それと非常勤さんが１名とい

うことになります。そうしますと年間で

３，７４０万円ということになるんです

けれども、単純に委託した場合２，２０

０万円ということで計上させていただい

ておりますので、３，７４０万円と２，

２００万円の差額が年間のコスト、効果

額ということも言えるのではないかとい

うふうには考えております。

　次に、４点目の学校給食において守る

べき部分というご質問であったと思いま

すが、学校給食法、法律、それと教育と

いう観点で学校給食は運営されておりま

すので、当然、教育委員会が、やはり責

任を持って運用していくということが前

提になっております。

　当然そのように今後もやっていくとい

うことに、考えに全くの異論はないわけ

なんですけれども、やはり調理の部分に

つきましては、先ほども申し上げました

ように、身分が公務員であるのか、民間

の方であるのかという違いだけで、その

学校給食全体の市としての考え方が大き

く影響するものではないというふうには

考えております。

　次に、５番目の退職者と今後の委託の

関係でございますが、これも先ほど少し

述べさせていただきましたが、現状では

退職の人員数を考えながら、委託校の人

員等を考えながらやっていくという方法

でしか今のところはないわけなんですけ

れども、そうしますと、今年度２名の退

職が予定されておりまして、今後、約５

年間で退職の予定者は３名になっており

ます。

　ただ、現状、再任用という制度がござ

いまして、そのあたりの関係もございま

すので、一概に、この５年間で、どの程

度かというのは非常に難しいわけなんで

すけれども、単純に考えますと５年間で

３名ということになりますと、現在、正

規の職員が３名勤務している学校につい

ては、委託が可能だというふうには考え

られると思っております。

　次に、人件費と現在の鳥飼西小学校の

正規、非正規の方の割合等の部分でござ

います。確かに広告等も私たちも目にし

て、常に募集をしている状況にはなって

いるのかなというふうには考えておりま

す。

　それで、業者さんを選定させていただ

くときの提案の中身の内訳といたしまし

ては、正規職員が４名の非常勤職員が４

名の８名体制ということで、プロポーザ

ルの中で提案をいただいております。そ

の数そのものについては、若干の前後、

７名体制、９名体制等ありますが、おお

むね守られておりまして、４名、４名と

いうことでやっております。

　正規の方については、若干この１年半

の間に退職や、他の学校に行かれた方も

おりますが、責任者、副責任者、栄養の

責任者に関しては、一貫して同じ方に勤
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務をしていただいております。非正規、

非常勤職員さんにつきましては、正直申

し上げまして、当初からおられる方とい

うのは、現状ではいないのですが、この

部分につきましては１年で非正規の方に

つきましても、やはり経験を積んで他の

ところに行かれるというケースもござい

ますし、もちろん体調不良等でやめられ

る方、自己都合等でやめられる方等おら

れますので、なかなかこの１年半、契約

期間が３年でございますので、この３年

間ずっと通してというのは非常勤の方に

ついては難しいのかなというふうには考

えておりまして、うちの方も、そこまで

は、なかなか業者さんの方にもお願いす

るといいますか、その辺の分については

難しいわけなんです。

　選定のときにも正規の職員さんにつき

ましては、やはり教育の観点、児童とか

教職員との関係もございますので、基本

的には３年間、同じ方に勤務をいただき

たいということをお願いする中で契約を

させていただいておりますので、今後も、

その部分については、今回の鳥飼北小学

校につきましても、当然のことながら、

この部分については業者さんの方にはお

願いをする形で運用してまいりたいとい

うふうには考えております。

○柴田繁勝委員長　安藤委員よろしいで

すか。

　安藤委員。

○安藤薫委員　経費の削減効果、行革の

効果額の計算をお伺いして、３，７４０

万円かかっているのが２，２００万円に

なります。１，７４０万円の効果だと。

これは一つの考え方だと、課長おっしゃっ

たとおり。

　しかし、その今、行革というのは、机

上の上での計算でやっていくものではな

くて、現実の、そのお金の出をどうする

のかということが迫られているのかなと

いうふうに思うんですね。

　ですから、鳥飼西小学校の議論のとき

でもそうだったと思うんですけれども、

現在の退職者、それから、そこを、一つ

の学校を民間委託した、じゃあトータル

で、退職者の人の人件費は幾ら、この方

は幾らだったのがゼロになりましたと、

その他の費用はかからなくなりました。

　再任用の方が来られた場合は、補充さ

れた場合は正規の職員さんよりは給料が

下がってますよとか、パートの数が減り

ますよと、だから、パートの人の減った

分は全体で、摂津市の学校給食の中、全

体でこれだけ減りましたよと、しかも、

委託費はこれだけで済みますというよう

な計算をしないと。

　しかもことし、来年、再来年とやって

いかないと。きょうから全く新しい学校

をスタートをしますよということなら、

それならいいんですよ、違いますよね。

これ、やはりおかしいと思うんですね。

　全く新しい学校をスタートする際、新

しい人材を直営で雇うのか、民間委託で

やるのかというときには、今の議論とい

うのは成り立つと思うんですけれども、

その行革を目的でやるというのであれば、

やはり去年までが、こういう状況で、今

回は、こういうような経費が削減になり

ますよと、具体的にしないと、あかんの

と違いますかね。その辺をもうちょっと

説明をいただけないでしょうか。

　それから、今後の民間委託と退職者の

関係なんですけれども、５年間で３人ほ

ど退職をされると、再任用でいくと、事

前にいろいろいただいておりますけれど

も、再任用につかれる方もいらっしゃる

ということですから、そうすると正規の

職員さんは、平成２１年度では３０名、

２２年度で２８人というふうにお聞きし
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ているんですけれども、５年後でもやは

り退職者が３人いても正規職員さんが２

８人と、かわらないんですね。民間委託

をしていこうとしたときに、どこでどう

いうふうな調整になるのかと。

　それから、私、聞くところによります

と組合との交渉の中では、半分の５校ま

でやるんだというようなお話をされてい

るとかいうようなことも聞いているんで

すけれども、その点はどうなのか、ちょっ

と聞かせていただきたいと思います。

　それから、委託会社さんの正規の社員

さんと非正規の社員の比率、当初の契約

とか仕様書の中で４名、４名ということ

でのスタートと、いろいろとお願いをし

ているということでございますが、非正

規の方では当初からいらっしゃる方は１

人もいないというのは、やはりこれ大変

なことで。大人数の調理というのは、家

庭でする調理とは、また、違うんだと思

うんですね。

　一定の技能、能力というのは求められ

てくるんだと思うんですけれども、そう

いう意味では非常に移り変わりといいま

すか、切りかえが早くて、技能を習得し

たところでほかのところへ行ってしまう

と。何か、私の印象ですよ、子供たちの

大事な給食を担う調理員さんの部分で、

全く初めての非正規のパートの方が来ら

れて、そこで練習をして技能を身につけ

て、ほかへ行くと。子供たちが、実験台

じゃないけれども、練習相手にさせられ

ているような気がするのは、私だけでしょ

うか。

　ちょっとそういった点では、やはり技

能の蓄積であったり、継承をしていくと

上では、やはり民間委託というのは非常

に問題があるんじゃないかなというふう

に思うわけです。

　その点で、これも、この間いろいろ議

論がされているんですけれども、北摂、

大阪府下でも、それから全国的にも、今、

調理業務の民間委託というのは、いろい

ろなところで進められていますが、そも

そも学校給食と、調理部門の業務に限っ

た民間委託との関係でいくと、さっき

「法と教育は守らなければいけない」と

おっしゃったんですが、例えば、偽装請

負の問題なんかが、きちんとクリアでき

るのか。

　偽装請負にしないための努力が、逆に

栄養職員さんと委託会社の責任者の方や

調理の現場との連絡体系がとれなくして

しまうことが、かえって安全を脅かすこ

とになるんじゃないかと、その点につい

て、ちょっとお聞かせをいただけたらと

思います。

○柴田繁勝委員長　それじゃこれは、部

長の方から答弁してもらいましょうか。

　馬場部長。

○馬場教育総務部長　考え方の部分が多

くなりましたので、私の方で答えさせて

いただきます。

　行革で、この学校給食をどうとらまえ

るんだという、まず、最初の質問がござ

いました。費用だけなのかということで

ございますが、摂津市の行革は１次、２

次、３次、今現在３次をされております。

３次の行革の中で、この学校給食につい

て、学校調理業務の見直しをしなさいと

いう形で、これは市の決定を受けており

ます。

　その中で、その前提としては、正規職

員を退職補充を行わないという、そうい

う大前提で、この３次業務が進められて

おきます。したがいまして、私どもは市

が決めた、この大前提に基づいて、今度

は教育委員会の責任で、この学校給食を

提供する場合にどうするんだという中で、

やはり人員補充をされない場合は、この
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民間委託という形の選択になると。

　ですから、この行革の中に費用の問題

と、それと市の職員ですね、この全体の

考えが入っていると思います。３次行革

の中では職員の適性計画というのを盛り

込まれておりまして、一定年次まで、こ

の人数でするという形がある中で、この

３次行革はつくられておりますので、私

どもは、その中で教育委員会が責任を持っ

て安全でおいしい給食を提供する形の一

つの方策として、調理業務のみの民営化

を選択したと、そういうことでございま

す。

　費用に関しましても、これは今現在、

市が公表しておりますのは、この行革計

画に基づいて費用がどうなんだというこ

とで毎年毎年、議会の方へご報告申し上

げて数字を公表しておりますので、それ

からいきますと、やはり行革が示してお

ります１人正職、９１０万円という数字

で私たちも算定しております。

　その行革の示した数字と民間委託がど

うなんだという議論をしないと、数字が

混乱いたしますので、私どもは、やはり

行革に基づいて行いますので、算定費用

の効果につきましても、１人当たり９１

０万円、４人プラス、パートの数字とい

うことで、先ほど課長が申し上げました

３，７４０万円。

　今回、補正でお願いいたしますのは、

鳥飼西小学校の契約実績に基づきまして

１年間２，２００万円、３年間で６，６

００万円の、この限度額をお願いする中

で、その単年度の２，２００万円と行革

で報告いたしております数字との差額が、

効果額だということで、ご説明をさせて

いただきたいと思います。

　それと、労働組合との話し合い云々が

ございますが、これは正式に、そういっ

た形は出ておりませんので、私は責任を

持って労働組合と話をしますが、そういっ

た何校までするということの取り決めは

しておりません。

　それと、鳥飼西小学校の契約会社の非

正規の方の技量の問題、能力の問題とい

うことでございますが、私どもは、先ほ

ど申し上げましたように、選定に当たり

ましては、正規職員と非正規職員の人数

を一応、請負業者と取り組みいたしまし

た。

　その中で基本的には摂津市が今、提供

しているおいしい給食を出していただく、

その品質は守ってほしいということで正

規職員、非正規職員を配置していただく

中で契約いたしております。

　その品質を、やはり守ってもらうため

の検証ということで、毎年、保護者代表

も入れ、栄養士も入れた中で事務局も入

りまして、検証委員会を開きました。

　昨年も今年度も、その中ではおいしい

給食が提供されていると。

　また、その作業効率についても問題な

いということでございますので、私ども

は、その点におきましては、その非正規

の方が、業者の方が、どういうふうに配

置されるとしても、その私どもが求めて

いる学校給食の品質は一定クリアをして

いただいておるということでございます

ので、私どもは、その点におきましては

問題がないかなと、そういうふうに考え

ておりますので、よろしくお願いいたし

ます。

○柴田繁勝委員長　安藤さん、まだ続き

ますか。

　安藤委員。

○安藤薫委員　行革の数字に基づいて計

算するんだと、でも行革ってね、そうい

うものなんですかね。議会に報告する行

革の数字は、１人当たり９１０万円です

から、それでやりなさいと、仮にやめら

－
10
－　



れる方が、４００万円の方がいらっしゃ

るかもしれない、５００万円の方がいらっ

しゃるかもしれない。それでもやはり９

１０万円で計算をするわけですか。それ

やはり実態として、私は学校給食、そも

そも教育委員会から「民間委託をやって

いくだ」というふうに進めてきたもので

はないと理解しておるんですけれども、

行革の人員の削減計画に基づいて、現場

から人員が削減されていく中で、「この

ままでは安心の給食が保障できない」と

いうことで、「それなら民間委託だ」と

いうようなことになってきたものだと思

うんですよ。

　ですから、行革の目的である人員の削

減だけ、人員の削減イコール結局は経費

の削減ですよね、固定経費の削減ですよ

ね。固定経費の削減が、実態がどうなの

か、どうかというのがわからずに、やっ

ていっていいものかどうか、仮にそれで、

そんなに差がないのであれば、安全で安

心のおいしい給食、しかも公務員として

の調理員さんが担っているということは、

ただ単に調理をやっているだけではなく

て、例えば、食育は今、栄養士さんや栄

養教諭さんが中心になっていますけれど

も、調理員さんも含めて一体となって進

めていけば、人数ももっと確保して充実

したものも工夫できるのではないかと、

例えばの話ですよ。

　それとか、例えば災害のとき、今、防

災演習、いろいろなところでされていま

すけれども、老人会の方とか、地域の方

が炊き出しをやりますけれども、実際に

災害が起きたときに、じゃあそういった

任務を担おうと思ったときに、責任持っ

てやれると思ったら、公の立場の方々だ

と思うんですね。そうすると、そういっ

た調理員さんたちが炊き出しのところで、

そういった役割を担う訓練をやっていく

とか、そういったところで、やはり公務

員の調理員さんというのは非常に食を通

じて、いろいろな形で頑張っていただけ

る。

　その頑張っていただけるということは、

逆に調理員さんのモチベーションも上げ

ていく、仕組みを上げていく、工夫もさ

れていくということだと、僕は思うわけ

なんですけれども、その行革の計画で

「マニュアル、シートがこういうふうに

なっていますから、これに基づくとこう

ですよ」と。しかし、４人の方が今回、

退職されるわけじゃありませんよね。２

人の方が退職されるわけで、４人いらっ

しゃったうちの２人の鳥飼北小学校での

調理員の給与は、ほかの部署に移るわけ

ですか。全くの。移ってしまうわけです

か。

　そういった行革で、学校給食だけが、

経費を削減して、ほかのところに移ると、

ほかのところでまた、給与を保障しても

らうというような考え方で、果たしてい

いのか、その点を、私ちょっとおかしい

なという感じがするんですけれども、そ

の実態、実際にやめられる方、よその部

署に移る方がこれだけでということも含

めて、ちょっとお願いしたい。

　それから、法の問題なんですけれども、

民間委託をされて鳥飼西小学校で問題な

いというのはわかります。もちろんノウ

ハウを持っておられるし、きちんとした

選定基準、仕様書に基づいてやっておら

れるということですから、何かある方が

問題だと思うわけですが、構造的に、例

えば職業安定法、労働者派遣法の関係で

いいますと、摂津市がつくったメニュー、

それから献立、それから、つくり方、手

順、こういったものを民間の調理員さん

に直接指導ができないという問題、それ

から器材とか、それから食材とかいうも
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のについても、本来、請負契約であるな

らば、そこの民間会社の責任でもってや

らなければいけないと、そういった問題、

そういった栄養士さんと、民間の調理員

さんとのやりとりをする上では、例えば

仕様書に基づいて、文書によってやりと

りもあまり認められていないというよう

なことも聞くわけなんですけれども、そ

ういったところをやっていく上で、連携

がとりにくくなるという、そこで安全が

脅かされていくのではないかなという点

はどうなのか。

　それと、衛生管理基準でいった場合、

調理員さんの衛生管理に関する研修とい

うのは１学期に１回ぐらいされているの

でしょうか。民間の調理員さんの、それ

から、パートさん含めて衛生管理につい

ては、どこがやっておられるのか、そう

いった問題も出てくるかと思うんですけ

れども、そういった衛生管理の部分でも、

どういう体制になっているのか、それも

ちょっと確認をしておきたいと思います。

○柴田繁勝委員長　馬場部長。

○馬場教育総務部長　調理員の人員配置

ですね、行革の中でどうなっているんだ

と、退職が４名なのにということですが、

基本的に正職の退職は２名でございます

が、今回、再任用の退職もおりますので、

そういう意味では再任用も今現在、正職

と同じ勤務体系にきておりますので、３

名の退職という形で４人のうちの３名を、

そこへ配置いたします。もう１名につき

ましては、給食の食数の配置計画の中で

必要な人員が１名ございますので、その

学校に配置するということで、基本的に

退職と、その給食数を勘案したときに、

今回、この４名が、そこへ配置すること

によって民営化が可能であると、そうい

うことを判断しまして今回、この鳥飼北

小学校の民営化に取り組んだということ

でございますので、基本的には４名につ

いては給食調理の必要な配置人員の中で

やりくりをしてやっておりますので、他

の部署、市庁部局へ行くとか、そういう

ことではございません。

　ですから、正職２名の退職と、それと

正職扱いの再任用の１名、３名退職しま

すので、そこに充てると、もう１名は食

数の関係で必要な部署の職員として、そ

こへ配置するということで給食全体の職

員数を確保したと、そういうことでござ

いますので、内部やりくりもしたという

ことでございますので、よろしくお願い

したいと思います。

　それと請負業者との契約の中で、いわ

ゆる昨今言われている、「偽装請負の問

題がどうなんだ」ということでございま

すが、これにつきましては、私ども鳥飼

西小学校小で初めて、この調理業務を民

営化するときに、当然、先進他市である

とか、そういったいろいろな事例、契約

事例も調べました。最終的には、我々が

契約する内容を持って、当時の担当課長

が茨木労基局へ出向いていきまして、そ

の内容で、「これについては法律上、問

題ない」というお答えをいただいており

ますので、今現在、しているやり方で、

私どもは法律上、問題ないと確信いたし

ております。

　また、指示の仕方につきましもても、

その当時、労基局の方からご指示いただ

いた形で指示できるという範囲の中で指

示、必要な分はしておりますので、法律

上、何ら問題ないということで今日まで

鳥飼西小学校ではきておりますので、鳥

飼北小学校におきましても、その鳥飼西

小学校で培ったノウハウを使いまして、

法律上問題なくて契約してきたいと、そ

ういうふうに考えております。

○柴田繁勝委員長　大橋課長。
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○大橋学務課長　そうしましたら、私の

方から衛生管理研修の件について、ご答

弁申し上げます。衛生管理研修につきま

しては、原則的には年２回、各学校現場

で菌の検査等をした後に、その状況も結

果とし報告しながら研修しているという

のが現状でございます。

　委託業者につきましても、もちろん各

契約の中で、契約書の中で研修について

の規定がございますので、その業者ごと

に、業者が独自にした研修についての報

告を基本的にはいただいておりますとい

うことが、現状でございます。

○柴田繁勝委員長　安藤議員、じゃあで

きるだけ絞り込んで、ひとつ質問をお願

いします。

○安藤薫委員　４人のうちの２人、正職

員さんが退職して、もう１人は再任用の

方が退職、再任用の方が退職されるのは、

１人当たり９００万円と計算するのはちょっ

とおかしくないかなと思います。

　ちょっとその辺の具体的に、１人当た

りという、そういう非常に形式化という

か、一般化してしまうようなものではな

くて、鳥飼西小学校でやり、鳥飼北小学

校でやり、そして今度、５年間の間に、

もう１校ぐらいやれるのかなというお話

でありましたけれども、行革の目的の中

で、それじゃあより経費は、できるだけ

少ない方がいいわけですから、安全が保

障されるのであれば、ですから、そういっ

たことはきちんと示していただきたいな

と思うんです。それもお願いします。

　それから、衛生管理ですけれども、民

間会社さんの衛生管理については、民間

会社さんの方でやっておられると、その

報告だということですけれども、特に先

ほどもお話ありました、結構、入れかわ

りが激しい中で、きちんとした衛生管理

の研修がされているのかというのは、ちょっ

と不安なんですね。この間、何もなかっ

たというのはいいことです。もちろん当

たり前のことなんですけれども、いいこ

とです。

　しかし、今後のことについて、何かあっ

たときの責任というのは、そこの民間の

会社さんが仕様書どおり衛生管理研修を

やっていなかったからといって、そちら

の責任になるのかといえば、恐らく学校

給食の最終責任というのは、市教委、例

えば全然、関係ない話ですけれども、埼

玉のふじみ野市の市民プールの事故のと

きというのは、管理をされている、直接

担当に当たっている部署の長が刑事処罰

をということになるわけですから、学校

長であったり、学校の栄養職員さんが処

罰の対象になってくるということになる

わけですね。

　その辺の衛生研修がきちんとできてい

るのか、ただの報告だけでいいのか、そ

れから、ころころかわられるパートさん

の中で、きちんとできているのか、例え

ば、公務員であれば、きちんとフォロー

はできるはずなんです。その点、非常に

不安を感じるわけですけれども、その点

だけ、最後に聞かせていただきたいと思

います。

　最終的に、ここでまとめますけれども、

やはり子供たちの安全の、給食というの

は安全、頑張ってやられるというご説明

はあるんですけれども、偽装請負の問題

というのは、特に最近、やはり厳しく見

られているんですね。直接指導をしては

いけないとか、もちろん指導をする場合

というのは幾つかの要件があって、認め

られているし、例えば、専門の分野であ

れば、器具を借りても構わへんよとか、

専門じゃない場合は器具を借りたり、食

材を借りた場合は、請負契約とは別個に

双務契約をちゃんと結んでやってくださ
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いよと、食材購入なら購入契約、双務契

約を結ぶ、器材を借りるなら賃貸契約を

結ぶと、そういうものをきちんとやって

やることが条件ですよと、いろいろな条

件があるかと思います。

　連絡体系についても、こうじゃないと

偽装請負という指摘がありますよという

指導があると思うんですよ。

　そういったところを一つ一つクリアい

くということが、果たして本当の業務な

のかどうか、私は大変疑問に思っており

ます。それが逆に最終的に安全が脅かさ

れたり、それから、もし何かあったとき

に、直接指導ができない学校長であった

り、現場の栄養職員さんのところに害が、

責任が及んでいくということについて、

その現場でのモチベーションの問題にも

かかわってくる問題だということは、ちょっ

と指摘しておきたいと思います。

　もし、答弁があればお答えいただきた

いと思います。

○柴田繁勝委員長　では答弁できますか、

部長。

　今、宿題的な課題もありましたので、

含めて答弁してください。

　馬場部長。

○馬場教育総務部長　結局、繰り返しの

答弁になって恐縮なんでございますが、

基本的には私ども、そういう偽装請負に

ならないように、鳥飼西小学校で事前に

先進他市の契約書も確認し、おっしゃっ

ていただいた使用貸借のこともクリアす

る。また、食材の提供は、これは市が責

任を持ってするということで、今回の契

約からは、もちろん外しております。

　そういった形で行いますので、当然、

今回の件も当然、そういう偽装請負には

当たらないという契約は、私はしなけれ

ばならないと思いますし、基本的に先進

事例もございますので、私どもが特別、

かわった契約をするということではなく

て、その調理業務を民間委託する場合の

標準的なマニュアル契約に基づいて、や

ることによって偽装請負にはならないと

いう形で契約していきたいと、そういう

ふうに考えております。

　それと事故が起こったときの責任でご

ざいますが、例に出された、そのプール

の事故もですね、結局、管理責任として、

その責任の、課長なり課長代理も入って

ましたが、日々の、その施設の管理がお

ろそかになっていたという、その管理責

任において刑事処罰を受けたと、私は理

解しております。

　ですから、私どもは、この契約する業

者との間で、そういった日々の管理をき

ちんとしていくと、ですから、衛生管理

につきましても必要な報告書を上げても

らうと、そういう日々の管理業務を果た

す中で、現場に責任が負わないように、

私どもはやっていきたいと、そういうふ

うに考えております。

○柴田繁勝委員長　安藤さん、よろしい

ですか。まだですか、はい、ひとつ絞り

込んでくださいよ。

○安藤薫委員　すみません。先ほど終わ

ろうと思ったんですけれども、１点だけ

確認してください。

　偽装請負にならないために、もちろん

研究していらっしゃって、それに当たら

ないように努力をされているということ

です。

　器材の問題とか、食材の問題、それは

民間会社さんは摂津市のものを使ってや

ると。食材も摂津市が学校給食会通して

購入したものを使うと、メニューも同じ

ですと、これを偽装請負ではないよとい

うところにしていくためには、先ほども

言ったように、これもきちんと器材との

賃貸借契約であったり、それから食材で
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あったら、売買契約書を結ぶと、こうい

うやり方と、そうではなくて、今回の委

託は専門分野、専門的知識、学問的な科

学的な知識を有するような分野であるか

ら、それはそういう契約を結ばなくても

業務委託はできますよというような、二

つのものがあるというふうに思っている

んですけれども、摂津市の場合は、きち

んと契約を結んで偽装請負でないやり方

をやっているということで理解したらい

いのかどうか、ちょっとそれだけ確認さ

せてください。

○柴田繁勝委員長　確認について、大橋

課長。

○大橋学務課長　そうしますと偽装請負

の観点でございますが、先ほど部長の方

からご答弁申し上げましたように、鳥飼

西小学校のときに茨木の労働基準監督署

の方に出向いて確認をしております。

　その際には、先ほどもご指摘ありまし

た指揮命令系統の問題、それと施設設備

の使用に関する問題、代金の支払い等の

問題、これについては各々、それぞれ偽

装請負にならないためのポイントとして

ご教授いただいて、それを守っておりま

す。

　ですから、食材の部分とか、施設整備

の部分については契約の中できっちりう

たうことで、それを偽装請負等を招かな

いような整備をしているということでご

理解をいただきたいと思います。

○柴田繁勝委員長　それでは次、南野委

員。

○南野直司委員　おはようございます。

　私の方からは、質問はちょっと控えさ

せていただきまして、今回、学校給食の

調理業務委託ということで債務負担行為

の補正予算ということで上げていただい

ておりまして、民間へということで、さ

まざまな観点から、安藤委員からも質問

がありまして、わかるんです。

　私の場合は給食につきましては、本当

に子供からの情報で、「きょう献立、何

やった、おいしかった」という話をしょっ

ちゅうしておりまして、おいしかったよ

と毎回聞いて、本当に栄養士さんはじめ

調理員さんが一生懸命つくっていただい

ているなというふうに、本当に認識して

おるんですけれども、また、引き続き安

全でおいしい栄養のある給食を提供して

いただきたいなと思います。

　今回、鳥飼北小学校、民間委託に向け

てということでございます。話がやはり

いろいろなところで流れておりまして、

例えば、ＰＴＡ関係のですね、ＰＴＡ、

摂津市のＰＴＡ協議会等々に、もちろん

鳥飼北小学校には保護者の方にも説明さ

れて、議会を通ってから説明、順序があ

ると思うんです。

　前の資料、僕、見させていただいてお

りまして、学校給食調理業務民間委託計

画ということで、鳥飼西小学校のときに、

これわかりやすい資料やなと思いました。

ただ、今回、鳥飼北小学校に関しまして

も、こういう計画的な、資料をつくって

いただいて、また、そういう関係団体に、

ちょっと短時間でもいいので、こういう

ふうに市は取り組んでこうこう、また、

味舌小学校、あるいは千里丘小学校と、

行くかどうか、栄養士さんの問題等ある

と思うんですけれども、そういう流れも

含めて、ちょっとまた、ご説明していた

だきたいと。

　簡単なものでも結構なので、資料をつ

くっていただいて、ご説明を、どうかま

た、連携をとっていただいてしていただ

くように、これは要望としておきますの

で、よろしくお願いします。

○柴田繁勝委員長　それじゃあまた、あ

れですか。資料をとって、協議会か何か
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で説明をする機会をつくってもらいたい

という要望ですね。

○南野直司委員　そうです。関係団体さ

んとね。

○柴田繁勝委員長　その方、ちょっとよ

ろしいですか、聞いておいていただいて。

それだけで、ご答弁要りませんね。

○南野直司委員　はい、結構です。

○柴田繁勝委員長　それでは次、渡辺委

員。

○渡辺慎吾委員　おはようございます。

　おおむね私は、この民営化に関しては

賛成でございます。ただ、ちょっと抵抗

があるんですよね。さっき安藤委員もおっ

しゃっていましたけれども、食育という

教育の観点から考えますと、コストコス

トを全面的に出された場合、当然、コス

ト意識も必要なんですけれども、我々日

本人は，この教育に関しては聖域という

ふうに見ておれる方も多くおられるんで

すが、そのコストを全面的に出されたと

きに、ちょっと待てよというように、私

はちょっと感じるわけです。

　私、皮肉なもので、私はこれ議員になっ

たときですかね、十五、六年前に、私は、

この民間委託をするべきやという形で文

教常任委員会で質問をした覚えがあるん

ですけれども、そのときには食の安全と

いうことを考えて、これは民間委託を拙

速にするべきではないというようなご答

弁をいただいたような、そのような記憶

があるわけですね。

　何か時代が変わってきて、攻守がかわっ

たじゃないんですけれども、そのような

状況になってきたなというふうに思うわ

けです。非常に教育委員会の皆さんは、

それなりに安全を民間委託しても、きっ

ちりとした安全を担保するんだという気

構えで、さまざまな調査をした上で、鳥

飼西小学校で行われたというふうに思う

んですが、ただ、本当に私は前も委員会

で、ちょっと述べさせていただきました

けれども、子供たちの中には、まともな

一日の栄養摂取を給食でされておられる

という子供たちも多少なりともおられる

ということで、この給食という、口に入

れて、育ち盛りの子供たちが口に入れる

というものに対して、非常に我々大人も、

そして、保護者も神経質という言い方は

適当じゃないかもしれませんが、そのよ

うに非常に注目をしているわけでござい

ます。

　どうしても、この民間委託になったと

きに、例えば民間会社と、その社員に関

しての雇用に関しては、本当に我々、ま

た行政も立ち入ることはできないと思い

ます。

　例えば、そこで民間に委託して、調理

員さんが来られたときに１か月でやめて

しまうとか、それから、短期間でやめて

しまって入れかわりが激しいような状況

になったときに、実際、本当に食の安全

を守れるのかということに対しては、非

常に私は疑問を感じるわけです。

　それと、先ほど大橋課長の方からご説

明があったんですけれども、この時期的

な問題ですよね。この補正予算を出され

て、４月の春休みにやられると、十分な

話し合いをされるということですが、何

をもって十分な話し合いをされるのかと

いうことは、私は非常に疑問を感じるわ

けです。

　今、私が述べさせていただいたり、安

藤委員が言われた、また、南野委員がおっ

しゃったようなこと、非常にさまざまな

点で、やはり保護者、ＰＴＡなりに議論

をして、ある一定の期間を持ちながら、

この結論を出すこということは、そうい

うさまざまな不安材料を取り除く、非常

に大きな要因というふうに思うわけでご

－
16
－　



ざいますが、１点だけ、何をもって十分

な話し合いをしていくということを、一

遍ちょっとお聞かせ願いたいというふう

に思います。

○柴田繁勝委員長　馬場部長の方から答

えます。

○馬場教育総務部長　前段、食の安全に

つきましては、一定そういうご心配等、

もちろんあると思いますので、それにつ

きましては、鳥飼西小学校の経験を踏ま

えて、この間、各学校で民間業者も含め

た中の研修をやる中で、我々もノウハウ

も蓄積しておりますので、今後も、その

ことを踏まえて安全につきましては、最

大限、私たち注意を払っていきたいと思

いますので、よろしくお願いします。

　それと説明責任でございますが、これ

は非常に、これからの行政を進める上で

は私たちが一番心しておかなければいけ

ないことだと思います。

　やはり同じことをするにしましても、

一定説明責任が果たせないばかりに、例

えばボタンのかけ違いといいますか、そ

ういうことで、後々大きな、お互いが労

力を費やして修復しなければならないと

いうようなことが、また、出てきますの

で、その点も、私、十分配慮しなければ

ならないと、肝には銘じております。

　今回、確かに、この１２月に補正予算

を出して、後もう３か月しかないではな

いかという中で、説明責任をどう果たす

んだということも時期的には、確かにそ

ういうことだと思います。

　ただ、私ども、この民間委託するに当

たりまして、その鳥飼西小学校でやった

経験の中で、そのときにお話し合いをし

たときのことも踏まえて、また、２年間

検証をする中で、そのＰＴＡの代表にも

入っていただいて、その品質を、私ども

も確認してまいったという、そういう民

間委託した結果のノウハウもございます

ので、そういうことも踏まえて、今度、

１月に入って鳥飼北小学校のＰＴＡの方

に集まっていただいて、お話しさせてい

ただく中で、そういう具体の、「鳥飼西

小学校では、こうでした」とか、そういっ

たことをお話しして、私どもが摂津の学

校給食は、南野委員が言っていただいた

ように、子供がおいしいと言ってくれる、

このことが一番大切だと思っているとい

うことをお話ししたいと思っています。

　また、私どもの給食調理員も、みずか

ら提供する、この給食について自信と誇

りを持っておりますので、そのことは教

育委員会としても十分承知した中で、こ

れからも、その民間の請負ということに

よって、その業者も含めて摂津市のおい

しい給食を今までと同じ形で提供してい

きたいことを、保護者の方にもご説明し

て、この期間的には短いかもしれません

が、十分お話をして、疑問にこたえてい

きたいと。

　ですから、これからするということだ

けじゃなくて、鳥飼西小学校で私たちが

経験した、そのことも踏まえて保護者の

方にご説明して、今まで直営でやってい

たと同じ品質の給食を鳥飼西小学校の子

供たちに提供できてますということを、

自信を持ってお話しする中で、ご理解を

深めてまいりたいと、そういうように思

いますので、よろしくお願いいたします。

○柴田繁勝委員長　渡辺委員。

○渡辺慎吾委員　部長の説明でおおむね

了解したわけでございますが、ただ、最

初に言ったように、教育の観点という形

と、コストという観点、当然それは行政

がやることやから、コストも当然、頭に

置かなくてはならないというのはわかる

んですけれども、ただ、教育の観点から

考えますと、どうしてもそれが、相反す
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る面も出てくるわけですね。

　私は最後に、ちょっと教育長の方から、

民間委託に、やはりそういう点ではせざ

るを得んという、せざるを得んという言

葉は、語弊あるかもしれませんが、「そ

ういう民間委託にするんですけれども、

ただ、教育は食育、教育委員会としては、

さらに子供たちの、発育盛りの子供たち、

そして、保護者、ＰＴＡの、そういう方々

の理解を得ながら、食育という観点から、

これからも給食を考えて、やはりこれは

やっていかなあかん」というようなご答

弁をいただけたら、コストばかりが全面

に出てきてしまったら、非常に抵抗があ

るんですね。その点をお願いしたいこと

と。

　それから、委員長団にお願いしたいん

ですけれども、一度、我々、給食を試食

したいなと思うんですね、いや本当に。

　ここで議論をしておっても、どんなも

のを食べておるかわからへんわけですね。

　だから、例えば民間委託した鳥飼西小

学校でも、ちゃんとお金は払いますから、

お金はちゃんと払いますからね。だから、

そういうものを、ここで幾らいろんな議

論をしても、わからないわけです。

　それでおいしいおいしいとお子さんが

言われて、そんなおいしいものを一遍食

べたいなという気持ちもありますし、そ

ういう観点から、一遍そういう機会を与

えていただけたらなというふうに思いま

すので、そのことを要望と、それから、

教育長の方から一言ご答弁いただきたい

と思います。

○柴田繁勝委員長　それでは、この件に

ついては、和島教育長の方からお答えい

ただけますか。はい、お願いします。

○和島教育長　今、学校給食のあり方と

いうことで、ご質問だったと思いますけ

れども、やはりこの民間委託、調理の民

間委託をしていく大前提になっているの

は、先ほどから何度も議論になっていま

すけれども、給食の安全性の問題、安全

の確保、そして、先ほども言っていただ

きましたけれども、摂津の給食おいしい

よと言われる、子供たちにとって、給食

が楽しい食事であるということが大前提

だと思っています。

　それともう一つは、やはり献立等につ

いては、市の方の栄養士が行っておりま

すので、あとはやはりおいしいだけじゃ

なくて、安全、おいしい、そして、栄養

のバランス、その三つがそろった学校給

食が提供できるということが大前提であ

ると思っています。

　私たちは、これまでの鳥飼西小学校で

の実績等を踏まえて、それが十分可能で

あると、確保されているということで今、

この事業を進めているわけです。

　あとは、やはり最初に行革の話も出て

いましたですけれども、やはり行革、こ

れはコストだけではなくて、民で任され

る部分については、民で任すという、そ

の任せられるというのは、今も言いまし

た，その大前提があるということです。

　それと、行革の中で、今、議論になっ

ているのは、コストだけでなくやはり職

員数の問題です。７００人体制でやって

いく。こんにち、行政を取り巻く環境は

大変厳しく、特に福祉サイドとか、いろ

いろなところで業務が複雑になってきて

いますので、そっちへの人員増も必要に

なってきます。

　だから定数と、人員を増やさないとい

けないところも出てくるわけです。です

から、そういう中で、市全体で７００人

体制するには、民に任せられるところは

民でということで、今この事業を進めて

いっているわけです。やはり教育委員会

は子供たちの健康、安全が第一ですから、
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最初に言いました、そのことがクリアで

きていると、確保できているということ

で、今、この事業を進めておりますので、

ご理解いただきたいと、そのように思っ

ております。

○柴田繁勝委員長　先ほど、ちょっと委

員長、お尋ねしておきますが、今、委員

から、できたら現場の給食を一応、試食

するような機会が持てないという提案も

出てますので、委員長団でも、その方向

を一遍打ち合わせをしますが、そういう

方向がとれるということであれば、ぜひ

一度やってみたいと思いますので、その

辺はひとつきょうの意見をよく、ご質問

を聞いておいてください。

　それでは、次、副委員長、お願いしま

す。ないですか。

　それでは、今、各それぞれの委員さん

から、この委託の問題につきまして、事

業の問題につきまして出させていただい

たので、きょう、まとめとしてたくさん

の、いろいろなご要望なり民間委託の問

題についての指摘部分もありましたので、

そこは十分ひとつ教育委員会としても、

きょうの意見を参考にしていただいて、

また、我々に協議会で、こういうことを

少しお知らせしておきたいとか、こうい

うことだとかというようなこと、ぜひ、

またそういう機会があれば、していただ

けるように委員長からもお願いをしおい

て、きょうの委員会の質問を、これで終

わりたいと思います。

　暫時休憩をいたします。

（午前１１時１４分　休憩）

（午前１１時１５分　再開）

○柴田繁勝委員長　再開します。

　討論に入ります。討論ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○柴田繁勝委員長　討論なしと認め、採

決をいたします。

　議案第４９号所管分について、可決す

ることに賛成の方の挙手を求めます。

（挙手する者あり）

○柴田繁勝委員長　挙手、賛成多数によっ

て本件は可決すべきものと決定しました。

　以上で本委員会を閉会いたします。

（午前１１時１５分　閉会）

委員会条例第２９条第１項の規定により

署名する。

文教常任委員長
 柴 田 繁 勝

文教常任委員 
 安 藤 　 薫
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